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コメント＆リプライ

兼重　呉先生、ご発表ありがとうございました。今日のご発表で、広西博物館の室外の
展示のことについて、よく理解できました。今日のご発表のキーワードは、室外の展示、
あとは民族、文物、観光、それと都市文化と結びついた博物館といったことだと思いま
すが、もう1つ印象に残りましたのは、民族文物という1つの概念。これは歴史文物と
は全く異なったものとして、それを軸に展示を進めていこうとされていることが、よく
わかり、勉強になりました。
　私個人は、1989年と1999年の 2回ほど、民族文物苑を参観させていただきました。最
近はちょっと足が遠のいておりますので、また行ってみたいと思っています。
　それでは、質問をいくつかさせていただきたく思います。時間があまりありませんの
で、簡単に申し上げます。
　広西博物館、民族文物苑というのは、広西自治区クラスの権威を持った博物館です。
民間のいろんな民族文化村とは違った、非常にオフィシャルな権威を持つと思います。
その意味で民族文物苑の参観者に与える、あるいは社会に影響は非常に大きいものだと
思います。
　その場合に、参観に来た人々に、広西壮族自治区に住んでいる、さまざまな民族の民
族文化をどのように見せるかということは、非常にオフィシャルな影響力を持って、ほ
うぼうに影響を与えると思うんですけれども、その結果、広西の少数民族文化に関する
言説とかイメージをつくっていく作用を果たしていく。それが今後とも続いてゆくと思
います。
　博物館の役割は、すでに存在するものを収集・展示して紹介するというのが一般的な
印象ですけれども、今日のご発表でおっしゃりましたように、広西民族文物苑の場合は、
新たな民族文化をつくっていく。そして現代文化と融合させるという点で、従来の博物
館の役割を超えた意欲的な取り組みをされている。しかもそれを文化産業の一端ととら
えて、積極的な取り組みをしていこうという点で、ますます各方面に影響を与えていか
れることだと思います。
　そこで、私の方で4つほど質問があるんですが、まず最初は、民族文物苑の方針とい
うのは、広西の少数民族文化のいろんなもののうちのよいもの、すばらしいものを集中
して集めるという1つの戦略があると思うんですが、そうした戦略をあまりに強調しす
ぎると、次のような問題が出てくるのではないかという気がいたします。それは少数民
族の方々の生活の実態とかけ離れたイメージ、すなわち、実際農村に住んで生活してい
る少数民族の方々の生活と乖離したイメージを参観者に与えてしまう恐れはないのかと
いう懸念です。














